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2019-20 年度 第 19 回 <通算 559 回>       国際ロータリー第 2530 地区 南相馬 RC 
       プログラム▶開会点鐘/国家斉唱「君が代」/ロータリソング「奉仕の理想」/「四つのテスト」唱和/会長

の時間/幹事報告/各委員会報告/出席報告/スマイルボックス報告/閉会点鐘/年次総会/開会/会長挨拶/次

年度役員および理事の発表/会計報告/各委員会中間報告/閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

   

 

 

 

 

会長の時間  岡田 義則  

 

【会長の中間報告】 
  

 

本日は年次総会および各委員会の中間報告と、盛りだくさんな内容となっております。 

 

私なりに会長としての中間報告をさせて頂きたいと思います。 

 

年度初めに「地区活動目標を達成するには「ロータリー賞への挑戦」は必須項目です」とお伝えしております。 

 

5 ヵ月が経った今、ロータリー賞へどれだけ近づいているのか、またあとどれくらいで達成できるのか進捗状況

をお知らせいたします。 

 

「人びとをつなぐ」の項目では 5 つのうち 2 つ達成しております。 

 

可能性のあるあと 3 つは 

1、会員 1 名の純増を達成する。（会員増強委員会） 

2、会員の職業を調べるために職業分類調査を実施し、地域社会にあるビジネスと専門職の実情に沿った会員基

盤を築くために活動する。（職業奉仕委員会） 

3、青少年交換学生または RYLA 参加者を派遣する。（青少年奉仕委員会） 

 

「行動する」の項目では 5 つのうち 4 つ達成しております。 

可能性のあるあと 1 つは 

1、ロータリーブランドのガイドライン、テンプレート、「世界を変える行動人」キャンペーン用広告・資料、

その他の関連資料を活用する。（公共イメージ・広報委員会） 

 

残り 7 ヵ月、委員会だけではなく会員全員で取り組んでいきたいと思いますので、皆様のご協力をお願いいたし

ます。 

 

 

【会長のウンチク】 
 

りんごと言えばやはり「蜜入りのりんご」を思い浮かべる方も多いのではないでしょうか。この「蜜」ですが、

「ソルビトール」という糖質アルコールの１種です。 

ソルビトールとは、りんごの成長過程で葉の光合成によって作られ果実内に運ばれるものです。そしてソルビト

ールは果実の中でりんごの本来の甘味である果糖やショ糖に変換されます。しかしりんごが完熟すると、糖分は

飽和状態となりソルビトールは糖分に変換されず、そのままの状態でたまります。これが「蜜」になるのです。 

蜜入りのりんごの方が「甘い」と言われ人気ですが、蜜無しりんごと比べても、実は糖の量や甘味の強さに差が

ないケースが多いです。 

実際、ソルビトールは果糖やショ糖の半分くらいの甘さしかないため、蜜自体は甘くないのです。 
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2019-2020 年度 年次総会  出席者 16 名 委任状 6 名   

2019-2021 年度 役員理事者  

会長 青田真・会長エレクト 若林尚之・副会長 荒明健・幹事 青木謙二・SAA 小澤積・会計 野口美佐子 

直前会長 岡田義則・理事 大谷和年・川崎博祐 

 

2019-2020 年度 中間報告 

【ＳＡＡ 正 川崎博祐】方針にもあります会員総

互が楽しく交流を深められ、とありますが例会運

営そのものをもう一度考え会員皆さんと考えてい

きたいとかんがえました。①～④に事業計画を立

てましたが、会員皆さんが楽しい例会であるかを

考慮し、例会の中で話し合いを持ちたいと考えま

す。よろしくお願いします。 

【社会奉仕委員会 委員長代理副委員長 川崎博祐】社会参画への共同事業の奉仕活動として、インターアク

トと秋市に駅前清掃活動の実施、チャリティーバザーの実施、猪苗代湖漂着水草回収作業への参加は、台風

のため中止。スマイルボックスの寄付金を活用した社会奉仕の実施、廃品回収（ダンボール、瓶、空きカン

等）の実施をしました。  

【親睦活動委員会 委員長 青木謙二】8 月夜間納涼会、12 月ボーリング大会実施しました。プログラム委員

会と連携をとり後期も楽しい例会を行います。 

【ロータリー財団委員会 委員長 青木謙二】ロータリー財団の寄付を奨励し、後期も同様に活動を行う。ロ

ータリー財団寄付金 2019 年 11 月末までの総額は、121,779 円です。目標額が達せられる様、さらなる積極

的な寄付をお願いする。 

【プログラム委員会 委員長 小澤積】平日の貴重な時な時間に有意義となるような例会とするため様々なジ

ャンルの方にお越しいただいて卓話を計画してきました。またその目的はロータリアンとなる資質をお持ち

の方を中心に依頼してきました。入会の期待を込めて後期も計画したいと思います。 

【会員増強・拡大委員会 委員長 小澤積】活動計画の中で南相馬 RC の将来を担ってくれる人材と、またロー

タリーを楽しめる人材、特に 40 歳代の仲間を増やすことを計画目標としました。退会者を出さないクラブに

するためには慎重に人選しなければならないと考えます。そのためには会員皆様のご協力を得なければなり

ません。ご紹介のほどよろしくお願いいたします。そしてプログラム委員会と連動して後期も尽力したいと

思います。 

【スマイルボックス委員会 委員長 野口美佐子】11 月 19 日現在のスマイル基金は目標金額 600,000 円の約

41％となる、247,000 円となりました。皆様の善意に感謝いたします。下半期も目標基金額達成に向けて善

意のご協力を宜しくお願いいたします。 

【公共イメージ・広報委員会 委員長 野口美佐子】一般地域の方々に向けての広報活動は活発ではなかった

と思います。「あきいち」では昨年度の奉仕活動、支援事業の紹介ポスター展示ができました。紙ベースの

週報は遅延なく発行でき、HP での週報の更新も滞りなく行いました。 

【IT 委員会 委員長代理 野口美佐子】事業計画①について 12 月 2 日現在、達成率 93.1%残りわずかで年度内

100%目指します。②について クラブ内での NSN 活用は益々充実していると思います。Live 発信は私の出席

時に限られていますが実施しております。③について、まだ未定ですが後期に計画いたします。④について 

まだ、作業に至っておりませんが後期に整備出来るよう努力します。 

出席委員会 委員長 三浦宏美】上半期において目標としていた出席率 70%には及ばず 48.47%の結果でありま

した。下期においては例会への出席回数が少ない会員へのよびかけ及びメークアップを推奨して参ります。 
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【職業奉仕 委員会委員長 野地庄蔵】①職業分類調査の実施 クラブ会員数を増やし、多様な職業の会員基

盤を築くため、また多様な専門知識やスキルを集めるために実施する予定です。今後進めて参りたいと思い

ます。②「四つのテスト」の理解をさらに会員に進めて参りたいと思います。③職業奉仕委員会セミナーへ

の参加（9 月 14 日参加しました。）④会員卓話の実施 外部講師を含め何度かの会員卓話において職業奉仕

の経験談が話されたことは、奉仕の理念を活かしていく機会を広く会員に与えた事と感じます。下半期も同

様に進めて参りたいと思います。 

【国際奉仕委員会 委員長代理 青田真】なかなか出席出来ず、すみません。 

【青少年奉仕員会 委員長 門馬純子】今年度の目標は、青少年奉仕委員会の意義、役割等についての理

解を深めることである。青少年奉仕委員会に関わるセミナー「地区青少年奉仕委員会セミナー（福島

市：8 月）」、「社会・国際奉仕、青少年交換、学友・平和フェローシップ米山委員会合同セミナー」

（ホテル華の湯；8 月）、「第 2 回地区青少年会議（地区大会）」（パルセいいざか；10 月）等のセ

ミナーに積極的に参加し、一層の理解に努めた。 

【インターアクト委員会 委員長 門馬純子】今年度の目標は、福島県立相馬農業高校インターアクトクラブ

（IAC）の生徒さん達と積極的なコミュニケーションを図り、支援・協力を行うことである。月 2 回の例会開

催を促し、南相馬ロータリークラブ合同での「南相馬復興あきいち２０１９」への参加、その中で、原町市

駅通りの早朝清掃ボランティア活動、さらに、インターアクトクラブ活動に関わる諸大会「インターアクト

年次大会（福島市；8 月）」、「第 2 回地区青少年会議（地区大会）」（パルセいいざか；10 月）、「国際

理解研修会」（いわき・三春市 1 泊；11 月）等に一緒に参加する等、ＩＡＣの生徒さん達との積極的なコ

ミュニケーションに努めた。 

【米山記念奨学会委員会 委員長 荒明健】事業計画 ①②については、例会にて、寄付額の発表をすること

により、理解と推進を図り、合わせて、目標額の理解を頂いております。 ③については、インターアクト

クラブの活動が、軌道に乗った段階で、奨学生を招聘したいと考えております。 

【戦略計画委員会 委員長 大谷和年】事業計画 ①会員増強の推進支援、目標 2026－27 年度 40 名 ②クラ

ブにあったクラブ委員会の設置案の構想 ③各種委員長等、リーダーとの意見交換 ④各種委員会の活動内

容の支援 上記の計画の下進めていきたいと思っていますが、まだこれからの取り組みが多く進展していま

せん。今後取り組んでいきます。 

【クラブ研修リーダー 研修リーダー 大谷和年】新会員へのフォロー 例会にて新会員と隣席し、対話を通

じてロータリーの理解浸透に努めている。会員研修 9 月 24 日（火）南相馬市中央図書館にて、IAC 会員と

合同にて、小澤会員講師の下実施した。次回 3 月 10 日を予定している。 

 

講評：岡田義則会長 総括して上期は IAC が立ち上がり IAC との活動が活発に行われたと思います。会長賞

を頂く為に、下半期には職業分類調査を実施し地域社会にあるビジネスと専門職の実情に沿った会員基盤を築くため

に活動したいと思います。各委員会委員長だけでは、実践するのは不可能です。皆さんのご協力、又各員会の連携が必要

になります。今後とも、宜しくお願いします。 

 

 

幹 事 報 告 １、第 7 回理事会報告がありました。2、相馬 RC、原町中央 RC より「12 月のプログラム」が

届いています。  

 

各委員会報告   1、親睦委員長 青木会員より 12 月 1 日に開催されたボーリング大会の報告がありました。 

2、大谷会員より台湾にあります三重北区ロータリークラブの 3 月 20 日 記念事業の紹介が 

ありました。 
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＜＜今週のご寄付 2019 年 12 月 3 日＞＞ 

■ロータリー財団 計 9,000./累計 ￥130,779.   ■米山奨学会 計 5,000./累計 ￥103,000.  

 

■スマイルボックス報告            出席報告: 会員数 29 名  出席数 16 名  出席率 55％  

氏名 Smile コメント 

青木謙二 1,000 総会御苦労様です 

青田真 1,000 各委員長の皆様ごくろう様でした。後半もよろしくお願いします。 

大谷和年 1,000 総会盛会祈念します。 

岡田義則 1,000 上半期お世話になりました。下半期も宜しくお願いします。 

小澤積 1,000 お疲れ様です。 

川崎博祐 2,000 半年間ごくろうさまでした。 

鶴岡恵子 1,000  

野口美佐子 1,000 年次総会ご苦労様でした。 

野地庄蔵 1,000 総会おめでとう！！ 

三浦宏美 1,000  

宮城住夫 2,000 浪江 RC50 周年、送迎に感謝して 

若林尚之 1,000  

合計（￥） 14,000 （累計￥284,000） 

 

 

家族ボーリング大会 
 

１２月 1 日(日)ルミックス原町で 15 時から家族ボーリング大会が開催されました。相馬農業高校 IAC 生徒 2 名、顧問の

横山先生、当クラブ家族含め 14 名の参加、楽しいひと時を過ごしました。優勝は、小澤直子様。素晴らしいスコアでし

た。 

 

 

 

 

 

南相馬ロータリークラブ   
2019-20 年度 会長：岡田 義則 / 幹事：青田 真    
例会日：毎火曜日 12:30～13:30            

例会場：ウエディングパーク 原町フローラ  南相馬市原町区高見町 2 丁目 30-6   

事務局 ：南相馬市原町区錦町 2 丁目 68-6   TEL 0244-23-1268  FAX 0244-26-5935 

HP http://www.minamisoma-rc.org/   E-mail minamisomarc@white.plala.or.jp          Since.2007 
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